
 

 

開催日時 平成２９年１２月１３日（水） １８：００～１９：００ 

開催場所 土手町コミュニティパーク多目的ホール（弘前市土手町） 

出席委員 
委員長 石岡 徹 
委員 佐藤 浩之、 渋谷 拓弥、 大西 晶子、樫山 史子 

会社側出席
者 

代表取締役社長：清藤 哲夫、 専務取締役：一戸 勝美、  
放送部統括マネージャー：花田 由香子、 チーフ：玉田 雅規 

議 題 
（１）番組に対する意見要望 
（２）次回開催日について ２月１７日（土） 

議事の概要 

○ 各委員が質問と意見や気が付いた点を述べる形で議事が進行した。 
 
１） 課題番組 『アップルタウン暮らしのゼミナール』 

（毎週金曜 ９：１０～９：２４ 放送） 
① タブー視されがちな内容を、専門家からの正確な情報として放送しているのは良いこと。ピル服用に

よって生理をコントロールすることで疾患や妊娠に効果的、というような具体的で、かつ初めて聴く情
報もあって、有意義な番組であった。 

② ＭＣとのコンビネーションもよく、蓮尾先生の話も分かりやすく、耳障りの良い番組。ピルに対して副
作用など悪いイメージが強かったが、この番組を聴いて印象が変わった。 

③ 月経困難症の人数など、専門的な情報が数値を伴って発信しているので説得力もあり、聴きやすい。
女性のライフスタイル、性や健康に関して、男性も学べる番組。「診断の前に相談」、ぜひ広まってほ
しい内容であった。 

④ 蓮尾先生の落ち着いた口調で分かりやすく、性教育の必要性を親に届けられる番組。性体験の低年
齢化も喫緊の課題。「性の週間」のタイミングで取り上げた番組であったが、定期的に放送してほしい
番組。 

⑤ 毎年教育の現場では性に関して問題も起きる。思春期の性の問題は正しい知識を持ち、しっかり取り
組まなければならないこと。学校では授業・講話などがあるが、親はなかなか聴く機会がない内容な
ので、こういったテーマの番組は継続して放送するべき。 

 【審議機関の答申または改善】 
・家族の中で話しづらい内容の話題だからこそ、性と健康について放送でもっと取り上げていくべき。 
 

 【審議機関の答申または改善意見の公表】 

  １）議事録を本社に配備し、社内各部署に配布 
  ２）ＦＭアップルウェーブのホームページに掲載 


